
ACCESS 2007を用いた
情報システムの開発



教育目標

情報システムを開発する際には企画，設計，実装
といった基本的な開発工程を経る必要がある．最
近の情報システムにはデータベースが中核として
組み込まれていることが多い．

本実験（情報システム実験）では，リレーショナル
データベースを使ったデータ分析アプリケーショ
ンの企画・基本設計，データベース設計・実装・
データ入力，データ分析クエリーの設計・実装，
GUIを用いた利用者インタフェースの実装といっ
た，情報システムを開発するための基本技術を学
ぶ．
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教育の対象者
プログラミング教育およびソフトウェア設計教育を受けた
情報系の学部学生

IT企業等の新人ソフトウェア開発技術者

各種の学外セミナーで本実験のコンテンツを活用

ソフトウェア企業の技術者を対象としたAccess活用セミナー
の実施実績あり．

大学の事務系職員を対象としたAccess活用セミナーの実施
実績あり．
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授業計画
第1週：導入

データベースの目的と概要

リレーショナルデータベースの基本概念

Microsoft Accessのインストール

第2～6週：クエリを用いたデータ分析

SQLの基礎

系統的なクエリ設計

SPJクエリ、集計クエリ、パラメータクエリ，ク

エリ中での関数呼び出し，複数クエリの組

み合わせ

クエリ設計とレビュー

第7～9週：利用者インタフェース

利用者インタフェース部品

フォームの設計と実装

データベースプログラミングの基礎

第10～11週：レビューと修正

アプリケーションのレビュー

アプリケーションの修正

第12～14週：データベースの設計

データ入力演習（スキーマ定義、データ入力）

リレーションスキーマの設計

入力データの変換（更新クエリ演習）

第15週：データベースアプリケーションの
企画

スキーマ設計・入力したデータに対する分析
企画の立案
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ポイント

• 第1～11週はテーブルおよびデータを与
えて実施することで，現実的なDBアプリ
ケーション開発を早期に体験させる．

• 第12～15週は，DB設計（データ入力を含
む）および企画を行う．良い企画は次年度
以降の実験テーマとして採用する．



特徴
情報システムの企画，設計
（DB設計，GUI設計，クエ
リー設計），実装，相互レ
ビューの系統的な実践

設計ガイドラインやプログラミ
ングガイドラインを活用した成
績評価基準の明示および成
果物レビュー・成績評価の実
施

設計結果はMicrosoft 
Access 2007を用いることで系
統的かつ容易に実装できる．

学科レベルでMSDNを導入
し，学生の経済的負担を低減

Moodleの徹底活用

講義資料および参考資料の
公開

レポートのオンライン提出およ
びフィードバック

Moodle版大福帳を活用した
学生と教員のコミュニケーショ
ン促進

成績通知，各種連絡

座学の授業（ソフトウェア工学，
データベース）との連携

JABEE認定基準（情報およ
び情報関連分野）への適合

5MSDN: Microsoft 
Developer Network



MOODLEの徹底活用
• 講義シラバスの公開

• 講義コンテンツの公開

• 講義資料

• 演習用ファイル

• ソフトウェアダウンロード

• 大福帳

• レポート提出の受付

• レポート評価およびコメン
トのフィードバック

• 成績通知

• アクセスログによる学生の
修学状況確認

• メッセージ送受信

• 小テスト（本実験では未
実施）

• 各種連絡
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DBスキーマの理解
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レポート評価基準

• テーブル名，フィールド名，キー
を正しく抽出しているか．

• テーブル間のリレーションシップを
正しく抽出しているか．

• リレーションシップの線が重ならな
いようにレイアウトを工夫している
か．

• 提出期限を守っているか．

• クエリー設計の前提としてDBスキーマを理解させる．

目的

• テーブルおよびデータを与えて，DBスキーマを示すER図を作成させる．

課題



クエリー設計（その1）
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• 様々な種類のクエリーを系統的に設計・実装できるようにする．

• 系統的に設計すると，実装が容易に行えることを理解させる．

目的

• DBスキーマを示すER図を用いて，指示された情報を抽出する各種のクエリーを設計し，
Access 2007やSQLでそれを実装する．

• クエリーの種類：SPJクエリー，集計クエリー，パラメータクエリー，ユニオンクエリー，クエ
リー中での式や関数の利用，テーブルとクエリーの組み合わせ

課題

Accessによる実装例

問題例：福岡1区での小選挙区開票結果を求めよ．

使用テーブル 立候補者，小選挙区得票

結合条件 立候補者と小選挙区得票の
候補者番号が一致する

選択条件 県名=“福岡” かつ 選挙区=1

射影属性 氏名，党派，議員歴，得票数

並べ替え条件 得票数の降順

クエリー設計例（SPJクエリー）



クエリー設計（その2）
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行見出し 県名，選挙区

集計方法 得票数の最大値（最高得票）

集計の
指定例

クエリー中での式の利用（★）
テーブルとクエリーの組み合わせ（★）

使用テーブ
ル，クエリー

立候補者，小選挙区得票，各小選
挙区の最高得票

結合条件 立候補者と小選挙区得票の候補者
番号が一致する．
小選挙区得票と各小選挙区の最高
得票の県名と選挙区が一致する．

射影属性 氏名，党派，議員歴，得票数，最高
得票，惜敗率（得票数/最高得票）

落選者の惜敗率を求める

各小選挙区の最
高得票を求める

レポート評価基準

• 使用テーブル名，結合条件，選択条件，
射影属性，並べ替え指定は正しいか．

• 必要最小限のテーブル（含 クエリー）を
結合しているか．

• 集計で使用する行見出しと集計方法の
指定は正しいか．

• 無用な集計を使用していないか．
• 式や関数呼び出しの指定は正しいか．
• 各クエリーは正しく動作するか．
• 指示された課題をすべて解いているか．
• 提出期限を守っているか．



フォーム設計（その1）
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• GUI部品を用いた利用者インタフェースを系統的に設計・実装できるようにする．

• 系統的に設計すると，実装が容易に行えることを理解させる．

• テーブル，クエリー，フォームの相互関連（＝DBアプリケーションの構造）を理解させる．

目的

• 与えられたテーブルに格納されたデータを様々な観点から分析するGUIを設計し，Access 2007
のフォームおよびクエリーを用いて実装する．

• GUI部品の種類：テキストボックス，チェックボックス，ラベル，線，リストボックス，コンボボックス，
ボタン，サブフォーム

課題

• GUI部品に対応するクエリー等が正しく設計されているか．

• GUI部品およびフォームのサイズやレイアウトは合理的に設定されているか．

• GUI部品およびフォームのプロパティ設定は指示に従って正しく行っているか．

• 各フォームは正しく動作するか．

• 指示された課題をすべて解いているか．

• 提出期限を守っているか．

レポート評価基準



フォーム設計（その2）
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GUI部品 対応するクエリー等

テキストボックス，チェッ
クボックス

フィールド，表示する値を計算
する式（関数呼び出しを含む）

リストボックス，コンボ
ボックス，サブフォーム

表示する値を求めるクエリー
（含 パラメータクエリー）

ボタン イベントハンドラ，フォーム

GUI部品にはクエ
リー等が対応する．

GUI部品の設計は，対応する
クエリー等の設計を含む．

クエリーに対応する
サブフォーム等

パラメータクエリー
に対応するサブ
フォーム等

イベントハンドラに
対応するボタン

関数呼び出しを含
むテキストボックス



データベースプログラミング
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• DBプログラミングの概念を理解する．

• デバッガの基本機能（ステップ実行，ブレー
クポイント，変数値の参照）に習熟する．

目的

• 与えられたDBプログラム（関数，手続き）を
実行し，実行過程をトレースさせる．

課題

• 各変数が保持するデータ値の変更過程を
正しく理解しているか．

• 条件分岐がある場合，すべての文を少なく
とも1回は実行するように入力値を選択して
いるか．

• ループ処理のトレースにおいて，1回の繰り
返しで処理される内容および繰り返し処理
の規則性を正しく理解しているか．

• 指示された課題をすべて解いているか．

• 提出期限を守っているか．

レポート評価基準

与えているプログラムの一例

ドント式アルゴリズムを用いて比例代表選挙
の各ブロックにおける党派毎の議席数を求め
るプログラム



レビュー
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• 作成した成果物（設計レポート，Access
アプリケーション）の品質向上

• 他の学生の成果物の詳細なチェックを
通じて学生に気づきを与える．

目的

• 複数の学生でグループを作り，チェック
項目に従って成果物を相互にレビュー
する．

• レビュー結果を踏まえて，各自の成果物
を改善する．

課題

• レビューコメントでは，指摘事項と問題点
が明確かつ具体的に示されているか．

• 指示された課題をすべて実行しているか．

• 提出期限を守っているか．

レポート評価基準

本課題に対する学生からのコメントを授
業日毎の大福帳（スライド18）に示す．

個別クエリーに対するチェック項目

1. クエリー名は設計書と一致しているか．
2.使用テーブル/クエリー，結合条件，選択条件，射影
属性，並べ替え方法は設計書と一致しているか？

3.集計クエリーの行見出し，列見出し，集計方法は設
計書と一致しているか．

4. クエリーの種類に応じて，適切な形式の設計書を用
いているか．

5.組の重複除去が必要な場合，クエリープロパティを
正しく設定しているか．

6. クエリーの実行結果が表示されるか．（実行結果が
正しいことはチェックしなくても良い）

個別フォームに対するチェック項目

1. フォーム名は設計書と一致しているか．
2.フォーム上の各GUI部品の名前，種類，機能は設計

書と一致しているか．
3.フォーム上の各GUI部品は仕様書および設計書に

書かれている通り動作するか．
4.フォームや各GUI部品のプロパティは講義資料の指

示に従って設定されているか．
5.フォーム上で値を入力するために使用されているコ

ンボボックス等に既定値が設定されているか．
6.その他，気付いた問題点やコメントはないか．



スキーマ設計
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• 関数従属性を用いたリレーショナルDBの設計
が行えるようにする．

• AccessやExcelを用いたデータ編集スキルを
習得する．

目的

• 指示されたWebページからデータをダウン
ロードし，Excelワークシートに入力する．

• 関数従属性を踏まえてデータを格納するため
のテーブルを設計する．

• 設計したテーブルに合わせて入力したデータ
を変換し，Accessテーブルに格納する．

課題

• リレーショナルDBの設計過程は正しいか．

• Accessテーブルの各種設定（キー，データ型
等）および格納されているデータは正しいか．

• 指示された課題をすべて解いているか．

• 提出期限を守っているか．

レポート評価基準

スキーマ設計手順

1.属性の列挙
2.各データを属性/属性値のどちらで表現す
るかの決定

3.計算で求められる属性の除去
4.関数従属性の抽出
5.関係スキーマの定義（第三正規形）

過去に与えたデータの例

1.全国高校野球選手権大会の記録
2.参議院議員選挙データ
3.バンクーバーオリンピックの記録
4.FIFAワールドカップサッカーの記録
5.気象データ（各地の気温，降水量，
風など）

6.企業データ（決算，株価など）
7.国勢調査等の統計データ



アプリケーション企画
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• 様々な観点からデータを分析する態
度およびスキルを身につける．

• 実装することなく，具体的なアプリ
ケーションを企画できるようにする．

目的

• 学生が入力したデータを様々な観点
から分析するアプリケーションの企画
および設計

課題

• フォーム設計やクエリー設計の正しさ

• 設計したフォームが互いに異なる観
点や目的に対応している度合

• レポートの分かりやすさ

• 企画内容の独創性および有用性

• 提出期限を守っているか．

レポート評価基準

指定された証券コードにおける株関連情報 

証券 
コード 

日付 

証券コード 

日付 

決算期 一株配当

(円) 
調整一株

当たり利

益(円) 

BPS(一株

当たり純

資産)(円) 

発行済み株

式 総 数 ( 千
株) 

単独決算推移：株 

始値 高値 安値 終値 出来高 調整後終値

株価時系列データ 

 

コントロール名称 種類 機能 
単独決算推移：株 サブフォーム クエリー「1_1 単独決算推移：株」を表示する。

（入力用のコントロールには既定値を設定） 
株価時系列データ サブフォーム クエリー「1_2 株価時系列データ」 

（入力用のコントロールには既定値を設定） 
証券コード リストボックス クエリー「証券コード」を表示する。 
日付 リストボックス クエリー「株価時系列データ：日付」を表示

する。 
 

学生による企画例



成績評価
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成績評価基準

情報システムの各階層の構造，機
能および動作を理解している．

情報システムの各階層間の関係を
理解している．

データベースを含んだ情報システ
ムを系統的に設計できる．

データベースを含んだ情報システ
ムを，設計に従って実装できる．

教員の指示に従って，情報システ
ムの設計と実装をレビューできる．

オフィスソフトウエア（Word, Excel, 
Access）を活用できる．

アプリケーションの対象分野に応
じて，企画に必要な知識を調査・
学習できる．

成績評価方法

第1回レポート：クエリの設計およ
び実装（30％）

第2回レポート：フォームの設計
および実装、DBプログラミング
（20％）

第3回レポート：アプリケーション
のレビューおよび修正（25％）

第4回レポート：テーブルの設計
およびアプリケーション企画
（25％）



成績評価結果
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MOODLE版大福帳
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• 大福帳は，学生と先生の間のコミュニケーション促進を通じて，勉学や学生生活等を支援するとともに，授業
を改善するためにも活用することで，両者に「福」をもたらすことを目的としている。

• 大福帳は織田揮準三重大学教授が考案したものである。我々はこれをMoodle上で実装し，授業の中で活用
している。

授業日毎の大福帳
（レビューを行った回の例）

学生毎の大福帳
各学生は自らの大福帳のみ参照可



授業間の関連
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1年後期 2年前期 2年後期 3年前期

プログラミン
グ概論I

プログラミン
グ概論II

プログラミン
グ演習I

プログラミン
グ演習II

データ構造と
アルゴリズム

オブジェクト
指向開発

ソフトウェア
工学

データ
ベース

システム開
発実験

情報システ
ム実験

OOAD，Javaプ
ログラミング

Javaプログラミング
テスト駆動開発

DBアプリケーショ
ン企画・設計・開発

構造化分析・設計

リレーショナルDB

構造化プログラ
ミングの基礎

高水準データ構造
（STL，木など）を用い
たプログラミング

座学

実験・演習



教育効果
情報システムの各階層の構造，機能
および動作を理解している．

情報システムの各階層間の関係を理
解している．

データベースを含んだ情報システムを
系統的に設計できる．

データベースを含んだ情報システムを
設計に従って実装できる．

教員の指示に従って，情報システムの
設計と実装をレビューできる．

オフィスソフトウエア（Word, Excel, 
Access）を活用できる．

アプリケーションの対象分野に応じて，
企画に必要な知識を調査・学習できる．
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JABEEによるアクレディテーション
認定を取得することにより，学習・
教育目標およびシラバスに従った
授業の実施および成績評価が実
施されていることが，第三者の専
門家により確認されている．
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